
 

 

           

 
 

新型コロナウイルス感染症とワクチン接種の現況について 
  
１ 感染流行の現状         【問合せ先】 総務企画課（073）488-5102 

衛生研究所（073）453-0055 
 

（１）新規陽性者数の推移 

 
  
 新規陽性者の年代別推移では、４月は高齢者施設やカラオケ喫茶などでのクラスターに

より多かった高齢者の感染が、第４波の収束につれ６月以降は大幅に減少しています。 

４月と５月の合計：高齢者２１９人／７３６人＝約３０％ 

６月と７月の合計：高齢者  ２人／ ５７人＝約 ４％ 

なお、６月以降の陽性者５７人の同居高齢者１０人はいずれも陰性でした。 

 

 

  

（２）変異株の状況 
５月中旬以降、野生株の検出が減少し、６月にはすべて変異株となりました。 

７月には１件の野生株を除いて、ほかはすべて変異株となっています。 

いずれもアルファ株系統であり、デルタ株系統は確認されていません。 
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２ ワクチン接種等の状況について（国・県との比較） R3.7.13 現在の VRS による 

 
65 歳以上高齢者 一般（高齢者含む） 

1 回目接種率 2 回目接種率 1 回目接種率 2 回目接種率 

和歌山市 83.8％ 67.6％ 32.7％ 21.6％ 

県 83.6％ 62.6％ 33.8％ 21.8％ 

国 78.4％ 50.4％ 26.0％ 14.9％ 

 

３ ７月開催分の集団接種予約状況について 

 予約受付状況（R3.7.14 22：30 時点） 

集団接種会場名 7/17（土） 7/18（日）  

イオンモール和歌山 

（各日 300 人） 
300 人（100％） 300 人（100％）  

北コミュニティセンター 

（各日 450 人） 
450 人（100％） 450 人（100％）  

南保健センター 

（各日 300 人） 
300 人（100％） 300 人（100％）  

集団接種会場名 7/22（木） 7/23（金） 7/24（土） 

ビッグウェーブ 

（各日 1,500 人） 
1,500 人（100％） 1,500 人（100％） 1,500 人（100％） 

 

４ 今後のワクチン供給見込と接種スケジュールについて 

 ７月以降、国から供給されるワクチン量が大幅に減少しています。 

（１）ワクチン供給の推移 

クール数 第 4クール 第 5クール 第 6クール 第 7クール 第 8クール 

週  数 4/26 週 5/3 週 5/10 週 5/17 週 5/24 週 5/31 週 6/7 週 6/14 週 6/21 週 6/28 週 

国供給量 4,000 箱 16,000 箱 16,000 箱 16,000 箱 16,000 箱 

県供給量 65 箱 125 箱 160 箱 129 箱 227 箱 

市供給量 21 箱 41 箱 69 箱 46 箱 116 箱 

クール数 第 9クール 第 10 クール 第 11 クール 第 12 クール  

週  数 7/5 週 7/12 週 7/19 週 7/26 週 8/2 週 8/9 週 8/16 週 8/23 週   

国供給量 11,000 箱 10,600 箱 8,000 箱 8,000 箱  

県供給量 82 箱 65 箱 68 箱 65 箱  

市供給量 26 箱 20 箱 20 箱（※） 20 箱（基本計画枠）  

 

（※）第 11 クールについては、本市の基本計画枠 21 箱に対し、未接種ワクチンの量が多い

との理由で 1割の 2箱を削減されましたが、県の調整枠での 1箱上積みの結果、最終的に 20

箱となっており、順調に供給されていた時の半分以下の供給量となっています。 

 



 

 

（２）国への要望について 

① 国の責任において、ワクチン供給量を安定的に確保されたい。 

② ワクチン供給の補正算定について、VRS（ワクチン接種記録システム）で判断しないよう改め

ていただきたい。 

 

（３）今後の接種スケジュールについて 

 現時点では、個別接種の２回目接種に使用するワクチン及び集団接種に使用するワクチンにつ

いては確保していますが、７月 26日週からは１回目接種の予約を約３割抑制します。 

また、現状のワクチン供給が続くのであれば、更に 8月 9日週からは約５割抑制とする必要が

あります。 


